




は
じ
め
に

　
本
編
で
は
、
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
か
ら
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
ま
で
の
十
五
年
に
わ
た
る
兵
庫
県
の
歩
み
を
全
六

章
で
た
ど
る
。
坂さ
か
井い

時と
き
忠た

だ
─
貝か

い
原は

ら
俊と

し
民た

み
両
知
事
の
時
代
に
あ
た
る
。

　
一
九
八
〇
年
代
の
日
本
は
、
国
際
社
会
の
荒
波
に
巻
き
込
ま
れ
つ
つ
、
行
財
政
改
革
か
ら
始
ま
り
、
貿
易
摩
擦
、
プ
ラ
ザ
合

意
後
の
不
況
、
バ
ブ
ル
経
済
そ
の
後
の
不
況
へ
と
揺
れ
る
。
地
方
の
時
代
が
叫
ば
れ
る
中
、
八
十
年
末
に
は
昭
和
と
冷
戦
は
唐

突
に
終
わ
り
を
迎
え
、
平
成
五
年
夏
自
民
党
が
三
八
年
に
及
ぶ
政
権
の
座
か
ら
降
り
た
年
に
、
日
本
政
治
は
「
地
方
分
権
」
へ

と
舵
を
切
る
。
冷
戦
後
の
一
〇
年
は
政
治
改
革
と
日
本
経
済
の
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
と
な
る
。

　
昭
和
五
十
五
年
は
、
前
年
末
十
二
月
二
十
七
日
に
起
こ
っ
た
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
の
衝
撃
の
中
、
幕
を
開
け
た
。

六
月
大お
お

平ひ
ら

正ま
さ

芳よ
し

首
相
は
初
の
衆
参
同
日
選
挙
の
最
中
に
急
死
し
、
弔
い
合
戦
と
な
っ
た
結
果
自
民
党
が
大
勝
し
、
鈴す

ず
木き

善ぜ
ん

幸こ
う

内

閣
が
誕
生
す
る
。
鈴
木
は
「
増
税
な
き
財
政
再
建
」
と
い
う
大
平
路
線
を
引
き
継
ぎ
、
翌
五
十
六
年
に
土ど

光こ
う
敏と

し
夫お

を
会
長
と
す

る
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
（
第
二
臨
調
）
を
設
置
し
、
国
レ
ベ
ル
の
行
政
改
革
が
始
動
す
る
。
次
の
中な

か
曽そ

根ね

康や
す
弘ひ

ろ
内
閣
は
行

政
改
革
を
更
に
進
め
、
日
本
国
有
鉄
道
の
分
割
民
営
化
、
日
本
専
売
公
社
、
日
本
電
信
電
話
公
社
の
民
営
化
を
実
現
し
た
。

　
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
二
度
の
石
油
危
機
を
軽
傷
で
乗
り
切
っ
た
と
言
わ
れ
る
日
本
は
日
米
貿
易
摩
擦
の
深
刻
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化
に
直
面
す
る
。
昭
和
六
十
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
で
急
激
な
円
高
が
進
み
、
円
高
不
況
が
日
本
を
襲
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
政
府

は
公
定
歩
合
の
引
下
げ
や
公
共
事
業
の
拡
大
な
ど
の
内
需
拡
大
策
を
と
っ
た
。
こ
の
拡
大
策
は
一
方
で
、“
カ
ネ
余
り
現
象
”

を
誘
発
し
、株
価
と
地
価
が
高
騰
す
る
バ
ブ
ル
経
済
を
発
生
さ
せ
た
。
六
十
二
年
に
は
、多
極
分
散
型
国
土
と
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
を
目
指
す
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
（
以
下
、
四
全
総
）
が
作
成
さ
れ
た
。

　
昭
和
天
皇
が
死
去
し
、平
成
に
改
元
し
た
一
九
八
九
年
は
内
外
で
大
き
く
揺
れ
た
。
竹た
け

下し
た

登の
ぼ
る

内
閣
は
、四
月
に
消
費
税
三
％

導
入
に
成
功
す
る
が
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
で
倒
れ
、
続
く
宇う

野の

宗そ
う

佑す
け

内
閣
も
参
議
院
議
員
選
挙
で
自
民
党
が
大
敗
し
退
陣
し
た
。

土ど

井い

た
か
子こ

率
い
る
社
会
党
が
い
わ
ゆ
る
マ
ド
ン
ナ
旋
風
を
起
こ
し
た
時
で
あ
る
。
外
で
は
、
天
安
門
事
件
（
六
月
）、
ベ
ル

リ
ン
の
壁
の
崩
壊
（
十
一
月
）、
冷
戦
終
結
（
十
二
月
）
と
変
動
の
う
ね
り
は
続
い
た
。
同
年
に
は
日
米
構
造
協
議
も
始
ま
り
、

貿
易
摩
擦
は
日
本
の
経
済
構
造
の
内
実
に
分
け
入
る
次
の
段
階
に
入
っ
た
。

　
平
成
三
年
二
月
に
、
日
本
で
は
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
長
期
不
況
に
陥
る
。
国
際
社
会
の
変
動
は
な
お
止
ま
ら
ず
、
東
西
ド

イ
ツ
統
一
（
十
月
）、
ソ
連
の
崩
壊
（
十
二
月
）、
湾
岸
戦
争
（
翌
年
一
月
）
へ
と
急
転
し
た
。

　
地
方
分
権
を
求
め
る
声
も
高
ま
り
、
平
成
五
年
六
月
に
「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
決
議
」
が
衆
参
両
院
で
採
択
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
七
月
総
選
挙
で
自
民
党
が
過
半
数
割
れ
を
起
こ
し
下
野
す
る
と
、
八
月
非
自
民
七
党
連
立
の
細ほ
そ
川か

わ
護も

り
熙ひ

ろ
内
閣
が
誕
生

し
た
。
以
後
日
本
は
連
立
政
権
の
時
代
を
迎
え
る
。

　
翌
六
年
六
月
、
再
び
自
民
党
が
政
権
に
返
り
咲
き
社
会
党
首
班
の
村む
ら

山や
ま

富と
み

市い
ち

内
閣
が
誕
生
す
る
。
同
年
に
地
方
分
権
の
推
進

に
関
す
る
大
綱
方
針
が
閣
議
決
定
さ
れ
、「
官
主
導
・
集
権
型
」
か
ら
「
民
自
立
・
分
権
型
」
へ
地
方
分
権
に
向
け
て
舵
を
切
る
。

　
第
一
章
「
地
域
主
導
・
分
権
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
胎
動
」
で
は
、
坂
井
─
貝
原
知
事
期
の
県
政
の
方
向
を
追
う
。
坂
井
知
事
は
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「
生
活
の
文
化
化
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
文
化
行
政
に
取
り
組
ん
だ
。
法
人
県
民
税
の
超
過
課
税
を
原
資
と
す
る
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
文
化・

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
事
業
」
や
「
生
活
文
化
を
創
る
一
％
シ
ス
テ
ム
」
は
よ
き
手
段
と
な
っ
た
。
中
国
自
動
車
道

を
軸
と
す
る
「
緑
の
回
廊
構
想
」
か
ら
「
南
北
緑
の
回
廊
」
へ
、さ
ら
に
文
化
と
環
境
を
融
合
し
た
「
全
県
全
土
公
園
化
構
想
」

を
打
ち
出
し
、
六
十
一
年
に
は
新
し
い
総
合
計
画
と
し
て
「
兵
庫
二
〇
〇
一
年
計
画
」
を
策
定
し
た
。
こ
の
計
画
は
「
う
る
お

い
と
活
力
に
満
ち
た
生
活
文
化
社
会
の
構
築
」
を
基
本
目
標
と
す
る
、
四
全
総
の
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
応
す
る
「
共
生
型

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
づ
く
り
」
を
目
指
す
も
の
だ
っ
た
。

　
同
年
十
一
月
に
就
任
し
た
貝
原
知
事
は
、「
こ
こ
ろ
豊
か
な
兵
庫
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
を
は
か
っ
た
。「
生
活
の
社

会
化
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
個
人
の
生
活
の
質
の
向
上
か
ら
社
会
全
体
の
質
の
向
上
へ
転
換
し
よ
う
と
し
た
。
貝
原
は
ま
た
、

平
成
三
年
に
全
国
知
事
会
が
、
地
方
分
権
に
つ
い
て
の
意
見
集
約
の
た
め
に
、
府
県
政
懇
談
会
と
専
門
部
会
を
設
置
し
た
と
き
、

専
門
部
会
長
に
就
任
し
、
中
央
集
権
制
限
法
を
提
案
す
る
な
ど
地
方
分
権
改
革
に
向
け
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
県
レ
ベ
ル
で
の
行
財
政
改
革
が
進
め
ら
れ
る
一
方
、
分
権
型
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
の
模
索
が
始
ま
り
、
ま
た
阪

神
広
域
行
政
圏
や
西
播
磨
市
町
長
会
、
神
戸
隣
接
市
・
町
長
懇
話
会
な
ど
地
域
連
携
の
強
化
が
図
ら
れ
た
。

　
第
二
章
「
産
業
構
造
の
高
度
化
と
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
」
で
は
、
貿
易
摩
擦
、
プ
ラ
ザ
合
意
そ
し
て
バ
ブ
ル
経
済
に
揺
れ
る

兵
庫
県
の
経
済
を
追
う
。
プ
ラ
ザ
合
意
後
の
円
高
不
況
は
、
輸
出
産
業
で
あ
る
鉄
鋼
・
造
船
だ
け
で
な
く
、
播
州
織
や
但
馬
ち

り
め
ん
等
の
地
場
産
業
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
。
一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
が
進
み
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
郊
外

進
出
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
急
増
が
見
ら
れ
、
明
ら
か
に
消
費
者
行
動
は
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
バ
ブ
ル
経
済
は
不
動

産
業
の
活
況
を
招
く
一
方
、
相
互
銀
行
か
ら
普
通
銀
行
へ
の
転
換
や
太
陽
神
戸
三
井
銀
行
の
発
足
等
県
内
金
融
機
関
の
再
編
を

はじめに
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進
め
た
。
農
林
水
産
業
で
も
、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
を
経
て
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
が
進
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
農
業
経
営

の
大
規
模
化
と
と
も
に
、
神
戸
ビ
ー
フ
に
代
表
さ
れ
る
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
図
ら
れ
た
。
科
学
技
術
の
面
で
は
、
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
や
半
導
体
産
業
に
お
い
て
急
激
な
技
術
革
新
が
み
ら
れ
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
法
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た
播
磨
科
学
公

園
都
市
に
大
型
放
射
光
施
設
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ–

８
が
誘
致
さ
れ
た
。

　
第
三
章
「
全
県
全
土
公
園
化
と
交
流
・
連
携
の
基
盤
整
備
」
で
は
、
四
全
総
・
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
法
・
リ
ゾ
ー
ト
法
な
ど
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
た
大
型
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
展
開
を
追
っ
て
い
る
。
兵
庫
県
で
は
、「
全
県
全
土
公
園
化

構
想
」
が
推
進
さ
れ
、「
公
園
都
市
」
の
理
念
の
下
、
神
戸
三
田
国
際
公
園
都
市
、
播
磨
科
学
公
園
都
市
、
淡
路
公
園
都
市
な

ど
の
郊
外
型
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
。
同
時
に
、
職
住
近
接
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
事
業
も
さ

ら
な
る
展
開
を
み
せ
た
。

　
緑
豊
か
な
地
域
環
境
の
保
全
と
創
造
を
促
す
緑
条
例
に
加
え
て
、
淡
路
、
丹
波
、
播
磨
、
但
馬
な
ど
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
計

画
な
ど
景
観
行
政
は
、
農
村
の
自
然
を
活
か
し
た
都
市
農
村
の
交
流
連
携
の
た
め
に
一
週
間
生
活
圏
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

　
河
川
行
政
で
は
「
治
水
・
利
水
」
か
ら
「
治
水
、
利
水
、
環
境
」
へ
と
転
換
す
る
の
に
応
じ
、「
長
期
水
需
給
計
画
」「
河
川

環
境
管
理
基
本
計
画
」（
昭
和
五
十
八
年
）
が
策
定
さ
れ
、
多
自
然
型
川
づ
く
り
の
取
組
が
始
ま
っ
た
。
生
活
排
水
に
よ
る
汚
染

に
対
し
て
は
、「
生
活
排
水
九
九
％
大
作
戦
」
で
、
下
水
道
の
普
及
が
図
ら
れ
た
。

　
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
む
中
、“
県
内
二
時
間
交
通
”
を
実
現
す
る
た
め
に
、
高
速
道
路
、
新
幹
線
、
航
空
等
の
総
合

的
な
高
速
交
通
網
の
拡
充
整
備
が
目
指
さ
れ
た
。
日
本
国
有
鉄
道
の
分
割
民
営
化
に
伴
い
、兵
庫
県
で
も
不
採
算
路
線
の
廃
止・

譲
渡
が
行
わ
れ
た
。
但
馬
空
港
、
播
磨
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
完
成
し
、
神
戸
空
港
が
新
規
事
業
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
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第
四
章
「
社
会
の
変
容
と
こ
こ
ろ
豊
か
な
県
民
生
活
の
創
造
」
で
は
、
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
に
よ
っ
て
消
費
生
活
が
変
わ
る

中
で
、
豊
田
商
事
な
ど
の
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務
問
題
な
ど
新
た
な
問
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
兵
庫
県
を
舞

台
と
し
た
グ
リ
コ
・
森
永
事
件
、
朝
日
新
聞
阪
神
支
局
襲
撃
事
件
、
山
口
組
を
め
ぐ
る
抗
争
な
ど
市
民
の
安
全
を
脅
か
す
事
件

も
相
次
い
で
起
こ
っ
て
い
る
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
動
か
ら
生
活
文
化
県
民
運
動
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
制
定
を
受
け

て
の
「
新
ひ
ょ
う
ご
の
女
性
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ン
」
の
策
定
な
ど
市
民
生
活
を
変
え
る
様
々
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
環
境
行
政
に
お
い
て
は
、
自
動
車
排
ガ
ス
等
に
よ
る
大
気
汚
染
、
皮
革
排
水
・
生
活
排
水
及
び
瀬
戸
内
海
の
水
質
汚
濁
な
ど

の
対
策
が
講
じ
ら
れ
、
フ
ロ
ン
対
策
も
加
え
ら
れ
た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
保
護
増
殖
施
設
の
整
備
、
県
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の

発
行
な
ど
自
然
保
護
の
施
策
も
強
化
さ
れ
、
公
害
防
止
行
政
か
ら
快
適
な
環
境
の
創
造
が
目
指
さ
れ
た
。

　
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
、
国
民
文
化
祭
や
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
兵
庫
県
の
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
」
が
文
化
の
領
域
を
広
め
た

こ
と
、神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
博
覧
会
や
姫
路
城
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
が
記
憶
に
残
る
。
昭
和
五
十
七
年
を
「
健
康
元
年
」

と
位
置
づ
け
て
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
整
備
さ
れ
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
神
戸
大
会
、
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
神
戸
大
会
が
開
催
さ
れ
、
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高
め
た
。

　
海
外
の
自
治
体
と
の
姉
妹
提
携
は
継
続
的
に
増
加
し
、「
国
際
化
」「
内
な
る
国
際
化
」
が
こ
の
時
期
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ

た
。
国
内
観
光
も
、
国
民
の
観
光
へ
の
意
識
の
高
ま
り
や
「
地
方
博
ブ
ー
ム
」
な
ど
に
よ
り
拡
大
を
続
け
た
。

　
第
五
章
「
高
齢
社
会
と
社
会
福
祉
改
革
」
で
は
、
高
齢
社
会
が
到
来
す
る
中
、
厳
し
い
財
政
の
制
約
を
受
け
た
福
祉
、
保
健

医
療
の
動
き
を
追
っ
て
い
る
。
国
の
自
助
・
共
助
・
公
的
福
祉
を
組
み
合
わ
せ
た
日
本
型
福
祉
社
会
の
実
現
に
対
応
し
て
、
兵

庫
県
で
は
平
成
二
年
か
ら
「
す
こ
や
か
長
寿
大
作
戦
」
を
推
進
し
た
。
ま
た
、
福
祉
八
法
改
正
に
よ
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
市

はじめに
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町
が
一
元
的
に
行
う
こ
と
と
な
り
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
に
基
づ
き
高
齢
者
・
障
害
者
を
含
む
全
て
の
県
民
の
参

加
と
平
等
も
進
め
ら
れ
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
が
目
指
さ
れ
た
。

　
健
康
医
療
体
制
も
、
国
の
「
国
民
健
康
づ
く
り
対
策
」
や
県
の
「
人
生
八
〇
年
い
き
い
き
プ
ラ
ン
」
が
進
め
ら
れ
る
中
、
姫

路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
・
成
人
病
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。
五
十
七
年
か
ら
は
「
地
域
保
健
医
療
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
、

健
康
増
進
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
の
一
貫
し
た
医
療
体
制
の
確
保
を
目
指
し
た
。
平
成
二
年
の
「
一
・
五
七
シ
ョ
ッ

ク
」
を
契
機
に
、
同
六
年
政
府
は
「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
少
子
化
対
策
に
乗
り
出
し
た
。
福
祉
抑
制
策
の
中
で
の

保
育
政
策
の
停
滞
、
児
童
手
当
な
ど
在
り
方
は
少
子
化
対
策
の
現
状
を
摘
出
し
て
い
る
。

　
少
年
非
行
は
、
昭
和
五
十
八
年
の
「
第
三
の
ピ
ー
ク
」
を
迎
え
た
後
に
沈
静
化
し
減
少
傾
向
に
転
じ
た
。
し
か
し
、
登
校
拒

否
や
家
庭
内
暴
力
件
数
は
六
十
年
ま
で
は
増
加
し
、
児
童
虐
待
及
び
発
達
障
害
の
増
大
の
萌
芽
を
見
て
い
る
。

　
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」は
五
十
七
年
に「
地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
」へ
と
移
行
し
、さ
ら
に
六
十
二
年
に
は「
地

域
改
善
対
策
特
定
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」（
地
対
財
特
法
）
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。

　
第
六
章
「
個
性
を
重
視
し
た
教
育
改
革
の
推
進
」
で
は
、
臨
時
教
育
審
議
会
答
申
の
「
個
性
重
視
の
原
則
・
生
涯
学
習
体
系

へ
の
移
行
」
と
い
う
原
則
を
受
け
て
、
兵
庫
県
で
は
、
公
立
高
校
で
音
楽
科
や
演
劇
科
な
ど
の
特
色
学
科
、
英
語
・
理
数
コ
ー

ス
、
総
合
学
科
、
そ
し
て
単
位
制
高
校
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
六
十
年
代
に
私
立
大
学
の
新
設
が
続
き
、
平
成
五
年
に

は
県
立
看
護
大
学
が
開
学
し
た
。

　
社
会
教
育
、
生
涯
教
育
は
生
涯
学
習
の
充
実
へ
と
発
展
し
、
生
涯
学
習
モ
デ
ル
市
町
村
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
婦
人

生
活
大
学
の
拡
充
や
近
畿
青
年
洋
上
大
学
、
ひ
ょ
う
ご
ユ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
等
多
様
な
事
業
が
展
開
さ
れ
た
。

第二編　経済優先から生活文化重視へ
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